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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（９月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

基
礎
基
本
の
定
着 

自律的に学ぶ力を育成する。 

 

 

●「聴いたことを書こう」…話を聞いたり資料を

見たりして，考えたことを書けるよう指導する。 

肯定的評価８０％を上回っている。 

「『聴いたことを書こう』で，自分の

考えを書くことができた。」 

振り返りアンケート 毎学期 

◎ 
平均８６％ 

良好である。 
◎ 

・全体では８６％になり判断基準を上回り，

各学年の取組の成果が表れている。 

・自分の考えを書くことができたと感じる児

童は２つの学年で９０％を超えた。 

・自ら考え取り組む家庭学習の習慣化には，

やや課題がみられるが，高学年はしっかり

取り組むことができている。 

◎ 

全体の結果が86％となり、どの学年もがん

ばってきた成果が出ていると感じられる。

「自分の考えを書くことができた」と感じて

いる児童が、2つの学年で90％を超えてお

り、表現する力がしっかり育っている。 

家庭のことでもあるため，難しいかもしれな

いが，定着できるよう保護者も努めていきた

い。 

★自主学習ノートを取り入れ，学習習慣の定着を

図る。 

肯定的評価８０％を上回っている。 

「週に一回以上自主学習に取組むこ

とができた。」 

振り返りアンケート 毎学期 

△ 
８０％に近い学年が２学年あるが，極端に低

い学年もある。 
△ 〇 

★漢字ミニテストの実施および児童用ＰＣの活用

などで，既習漢字の定着を図る。 

肯定的評価８０％を上回っている。 

「ミニテストを通して漢字を覚える  

ことができた。」 

振り返りアンケート 毎学期 

〇 
７７％と概ね良好であるが，学年にばらつき

がある。 
〇 

・中間進捗確認時（９月）より７ポイント

上がり，全体でも判断基準を超えた。学

習方法の工夫改善で更なる定着を図る。 

・全国学力・学習状況調査の「読むこと」

領域の正答率に課題がみられた。 

・全学年と支援学級で公開授業を実施した。

事後討議会では読解力向上についての討

議を行った。 

〇 全体として判断基準を超えることができて

いる。今後も学習のしかたを工夫し、より定

着をめざしてほしい。ミニテストを引き続き

継続してほしい。覚える力が身につくと思

う。授業で繰り返し読むことの楽しさを伝え

てほしい。活字離れが進んでいるが，学校の

取り組みに期待する。 

 
 

授
業
改
善 

読解力の向上をめざす。 

●校内で物語文・説明文の読み方の指導を統一し，

読む力の基礎・基本の定着を図る。 

全国学力・学習状況調査の評価区分

「読むこと」で堺市平均を上回る。 

全国学力・学習状況

調査 

２学期 
△ 

堺市平均よりも下回っており，課題がみられ

る。 
△ △ 

●全教職員が公開授業を行い，読解力を視点に交

流することで，授業力を向上させる。 

全教職員が公開授業を実施している。 実践報告 年度末 
〇 

１年，３年，ひかり学級の研究授業をはじめ，

公開授業や研修などで順次公開中。 
〇 〇 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心
の
教
育
の
充
実 

人権尊重を基盤とした教育を充実

させ、豊かな人権感覚の育成を図

る。 

●「いいところ見つけ」のさまざま活動を通して、 

 自尊感情を醸成する。 

自分の「いいところ（もちあじ）」をか

ける児童（肯定的）が８０％以上 

振り返りアンケート 毎学期 

〇 
７６％ 

良好である。 
△ 

・児童一人一人が自分のよさをより実感でき

るよう、粘り強い継続した指導が必要であ

る。 

・生活（いじめ）アンケート全学年で肯定的

評価であった。安心ルールを全学級で定

め，いじめの未然防止に取むとともに，コ

ミュニケーションチェックなどによる成

果である。 

・一日参観，日曜参観で公開授業を行った。 

・「いのちの授業」を全学年で実施し、中学

校と合わせて 9 年間の指導につなぐこと

ができた。 

〇 

一日参観や日曜参観で公開授業を行い、学校

の取組を保護者にわかりやすく伝える機会

が充実した。 

児童が自分のよさをもっと実感できるよう、

続けて丁寧に支えていくことが大切である

と感じる。 

安心ルールを各教室で定め，安心して暮らせる環

境づくりを通していじめの未然防止に取組む。 

「いじめは決して許されない」で肯定

的評価９５％以上。 

生活アンケート 

実践報告 

毎学期 

〇 
安心ルールを全学級で定め，いじめの未然防

止に取り組んでいる。 
〇 △ 

人権にかかわる授業の質的変換を図り、学校教育

全体を通じて人権感覚の充実を図る。 

・授業参観において人権に関わる公開

授業を全学級で実施する。 

・「いのちの授業」各学年実施 

実践報告 

人権通信の発行 

アンケート 

（児童・保護者） 

年度末 

〇 
・授業参観で順次公開授業を実施中。アンケ

ートでは児童，保護者とも高評価である。 
〇 〇 

 

健
康
な
身
体
を
育
成 

運動に親しむ環境を整え，体力の向

上と健康の維持を図る。 

児童が自らの健康について考える力を育成し、規

則正しい生活習慣を定着させる。 

「９～１０時間睡眠」で肯定評価  

７０％以上 

元気アップ週間 毎学期 

△ 
平均５２％ 

２つの学年（高学年）で極端に遅い。 
△ 

・１学期は５７％であったが、３学期には５

２％の結果であった。本校の最重要課題

である。 

・４学年で８０％を超え，全体で８４％。 

体育授業や体育的行事等の取組による成

果が表れている。 

△ 寝る時間が遅いのは家庭の責任である。学校

の取り組みをいい機会にして改善できるよ

うになればいい。 

運動が好きな児童が多いので，体育行事の継

続をお願いしたい。 

●体育の授業に加え，学校全体での取組などを通

して，運動への意欲を高める。 

（かけ足・短なわ・大なわ） 

「運動することが好きだ」で肯定評価

７０％以上 

振り返りアンケート 毎学期 

◎ 
平均８３％ 

ほとんどの学年で８０％を超えている。 
◎ ◎ 

地
域
協
働 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

学校情報の積極的な発信を行うと

ともに，地域とともに歩むチーム学

校づくりを進める。 

●学校ホームページ，校報等を活用し，教育活動

の現状と成果の発信に努める 

学校教育アンケート「わかりやすい広

報」で９０％以上 

学校教育アンケート 年度末 

〇 
学校HP，校報等で教育活動の発信に努めて

いる。 
〇 

・学校教育アンケート「わかりやすい広報」 

 で９４％となった。今後も積極的な教育活 

 動の発信に努める。 

・円滑な進行を心掛け時間短縮等工夫しな

がら交流行事を行った。 

〇 学校の発信がしっかり伝わっているといえ

る。発行される広報でも子どもたちのようす

を見ることができて安心している。日々の授

業内容も分かりやすく紹介されていてよい。 

◇地域人材を積極的に活用し、ＰＴＡ・地域と協

力体制づくりをすすめる 

PTA・地域（自治会・老人会）に学校

行事に参画していただく 

実践報告 年度末 

〇 
ＰＴＡ：体育大会，かけ足記録会等 

地域：入学式，卒業式，見守り隊感謝の集い 
〇 〇 

「確かな学び」の現状 

 本校の児童は、各種調査において、①基礎的な内容の定着、②知識や技能を日常生活や学習に活用できる力に課題が見受

けられる。学習した内容の定着を図るには、持続的な工夫が求められる。同時に、学力の二極化も踏まえながら充分な指導

を行い、家庭と連携することで、基本的な学習習慣の確立をめざす。 

 また、特に読む力に課題が見られるため、読解力の向上および語彙の獲得をめざした全教職員による授業改善が必要で 

ある。 

 

              

「豊かな心・健やかな体」の現状 

小規模校で、全学年単学級のため、お互いのことをよく知り仲よく過ごせる反面、人間関係の広がりに課題が見受けられ

る。自尊感情に課題のある児童も少なくもない。そこで、自尊感情を育むために、人権尊重を基盤とした教育を充実させ、

豊かな人権感覚の育成を図ることが求められる。また、生涯にわたって健康に過ごす身体づくりのため、学校教育活動全体

を通して体力づくりの充実に努めている。しかし、元気アップ週間の取組の結果より、規則正しい生活習慣の確立には課題

がみられることから、児童が自らの健康について考える力を育成し、規則正しい生活習慣を定着させる必要がある。 

                 

校長より（年度末）本校のめざす子ども像である「主体的に学び続ける子」「言葉を大切にする子」「自他の大切さを認める子」の育成に向け，いただきましたご意見を真摯に受け

止めつつ，次年度も本校教育活動の充実と発展に努めてまいります。保護者のみなさま，地域のみなさまにおかれましては，引き続き、ご支援ご協力を賜りますよう，心よりお願

い申しあげます。 

 

令和７年度 重点目標  

     ① 学びに向かう力を育成する （ 読み解く力の育成・基礎的・基本的学力の定着）   ② 豊かな人権感覚を育成する （ 自尊感情の醸成・人権にかかわる授業改善） 

     ③ 体力向上と健康維持を図る （ 運動意欲の醸成・生活習慣の振り返りと改善） 

（様式⑦ 小中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

     「主体的に，学び続ける子」  

学校関係者評価者から（年度末）先生一人ひとりが親身になって支えてくれたことが大きな安心につながっている。学校の取組だけでなく、家庭の協力

も大切であることを感じている。 


